
　

表２．「精神及び行動の障害」の患者数（全国）　　千人

(全国）　精神障害者の数 総数 男 女

　血管性及び詳細不明の認知症 146 43 103 総数 男 女
　アルコール使用＜飲酒＞による精神及び行動の障害 43 36 7 2663 1158 1505

　その他の精神作用物質使用による精神及び行動の障害 35 20 15 　総合失調症、総合失調型障害及び妄想性障害 713 354 360
　統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害 713 354 360 　気分〔感情〕障害（躁うつ病を含む） 958 374 584
　気分［感情］障害（躁うつ病を含む） 958 374 584 　神経性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害　 571 215 356
　神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害 571 215 356 　※　その他の精神及び行動の障害 400 206 195

　その他の精神及び行動の障害 176 107 70
　アルツハイマー病 366 104 262   ※　「その他の精神及び行動の障害」の内訳 　　　　千人
　てんかん 216 112 104 　その他の精神及び行動の障害 総数 男 女
　　　　　　　　　　　　　　合計 3224 1365 1861 　血管性及び詳細不明の認知症 146 43 103

　アルコール使用＜飲酒＞による精神及び行動の障害 43 36 7
　その他の精神作用物質使用による精神及び行動の障害 35 20 15
　その他の精神及び行動の障害 176 107 70
　　　　　　　　　　　小計　　 400 206 195

「V.　精神および行動の異常」の中の「統合失調症」などの患者数の算定方法

「てんかん」の総患者数

Ⅰ．「精神障害者の数」(総患者数）、「精神及び行動の障害」の患者数

表１．全国の「精神障害者の数（総患者数）」（平成23年10月）　　　　　　　　　　　　　千人

注：宮城県の石巻医療圏、気仙沼医療圏及び福島県を除いた数値である。

※ 総患者数（傷病別推計）の算定方法

てんかんは各国の疫学調査から発症率は人口の約1%である。また、「日本てんかん学会実態調査検討委
員会」の報告では約92万～158万とされている。
それと対比すると、患者調査の数字は明らかに過少である。てんかんを持っていても、てんかんが主傷病
になっていないとカウントされない。そのことも影響しているのだろう。

総患者数は、調査日現在において、継続的に医療を受けている者（調査日には医療施設で受療していな
い者を含む。）の数を次の算式により推計したものである。

総患者数＝入院患者数＋初診外来患者数＋（再来外来患者数×平均診療間隔×調整係数（6/7））

患者調査　　　平成23年10月

「精神及び行動の障害」

精神障害者の数(総患者数）＝精神および行動の異常ー精神遅滞＋アルツハイマー＋てんかん
「患者調査」の傷病分類で　V．精神および行動の異常の総数から、精神遅滞を引き、Ⅵ．神経の
疾患の中のアルツハイマーとてんかんを加えた数字である。

「精神及び行動の障害」は「患者調査」の中の「Vの欄」を指す「精神障害者の数」は以下のように定義されている。

主傷病名について、傷病小分類毎に、調査日現在において、継続的に医療を受けている者
（調査日には医療施設で受療していない者も含む。）の数を次の算式により推計したもので
ある。

傷病の小分類毎の総患者数＝入院患者数＋初診外来患者数＋再来外来患者数×平均
診療間隔×調整係数（6/7）

このようにして出された「傷病の小分類毎の総患者数」は、①調査日の天候などによって影
響を受ける、②傷病の小分類が正確ではない（保険病名が使われている）、③傷病の種類
によって計算式の妥当性に差がある、などから「正確な数」ではない。



平成８年 平成１１年 平成１４年 平成１７年 平成２０年 平成２３年
　血管性及び詳細不明の認知症 9.1 12.1 13.8 14.5 14.3 14.6
　アルコール使用＜飲酒＞による精神及び行動の障害 5.5 4.4 4.9 5.1 5 4.3
　その他の精神作用物質使用による精神及び行動の障害 0.6 0.6 0.7 0.9 1.6 3.5
　統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害 72.1 66.6 73.4 75.7 79.5 71.3
　気分［感情］障害（躁うつ病を含む） 43.3 44.1 71.1 92.4 104.1 95.8
　神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害 46.6 42.4 50 58.5 58.9 57.1
　その他の精神及び行動の障害 7.8 8.4 10.3 12.4 16.4 17.6
　アルツハイマー病 2 2.9 8.9 17.6 24 36.6
　てんかん 31.7 23.5 25.8 27.3 21.9 21.6
　　　　　　　　合計 218.1 204.1 258.4 302.8 323.3 320.1

注：平成23年は宮城県の石巻医療圏、気仙沼医療圏及び福島県を除いた数値である。
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精神障害者の数  年次推移 

 血管性及び詳細不明の認知症  アルコール使用＜飲酒＞による精神及び行動の障害 

 その他の精神作用物質使用による精神及び行動の障害  統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害 

 気分［感情］障害（躁うつ病を含む）  神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害 

 その他の精神及び行動の障害  アルツハイマー病 

 てんかん 
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